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最高経営責任者(CEO)からの御挨拶
2004年度はサハリンエナジー社にとって、フェーズ1の原油販売と液化天然ガス(LNG)のマーケティングにより、サハリンⅡ開発がロシアにさらに多くの「初」を達成した年として、新たな記念するべき年となりました。さらに私達はフェーズⅡプロジェクトに関しても好調な前進を成し遂げ、この起工的プロジェクトの計画、調達、工事を含む総合的な開発は2004年末でほぼ50%を達成いたしました。
2004年度の重要項目をいくつか振り返ってみると、サハリンエナジー社は通常より早い時期に6年目の原油生産を開始し、2003年度比14%増の合計1,170万バレルの原油を生産いたしました。2004年11月にはビチャーズ産原油が、ロシア極東産原油として初めて電力会社へ直接販売されることとなり、日本の東北電力に向けて出荷され、さらにはタイへも初出荷を成し遂げ、従来の顧客をさらに拡張いたしました。
10月には、サハリンエナジー社は、極めて競争が激しい北米市場に2007年よりロシア産ガスの輸出を開始するという歴史的な契約に署名し、大きな躍進を成し遂げました。この画期的な出来事は、今後の北米へのロシア産天然ガス販売の道標となり、グローバルな天然ガス供給者としてのロシアの地位を強固にするものでもあります。 

2004年におけるLNG販売に関する進展としては、東邦ガスとの主要項目において拘束力のある契約と、東京電力、九州電力各社との完全な期間販売・購入契約の締結が挙げられます。2004年末にはLNGプラント液化設備2系列分の最大収容能力の50%以上を販売し、日本、韓国、中国などの複数の販売機会を通じて2005年度に残量の完全販売を目指しています。
2005年3月にサハリンエナジー社は、サハリン島沖のピルトン・アストフスコエの2つの生産プラットフォームと陸上を結ぶ海底パイプラインのルートを変更することを決定しましたが、私達は代替ルートとして、地域のエネルギーの必要事情とロシアの経済発展への寄与の観点、そして絶滅の危機にさらされた西コククジラ保護の観点とのバランスを考慮して、最も南側のルートを選択いたしました。
2004年には、プロジェクトの主要建設工事を実施いたしました。ロシアで建設される最初のコンクリート製基礎構造物であるルンスコエプラットフォームの主要作業の完成は壮大な業績であり、この成功で重要な役割を果たした多くのロシア企業や作業員の方々に敬意を表します。私達はまた、広範囲に亘る道路や橋梁の改修工事や、2004年2月に日中業務を開始したノグリキ空港の改良工事など、インフラの整備に関しても少なからず前進を成し遂げました。     

2004年、及び2005年初頭に当社がいくつかの素晴らしい安全重要事項を達成したことに関し、サハリンエナジー社の社員、並びに契約企業の皆様の努力に感謝申し上げます。そして私達は更なる安全性の向上を目指す必要性があることを確信しております。2004年中の作業に関連して6名の方が亡くなられ、そのうち4名の方は交通事故により亡くなられました。これらは非常に残念なことであり、安全は私達の最大の課題のひとつであると認識し、社員と契約社員の両方に対して交通安全キャンペーンを開始いたしました。3年計画のこのキャンペーンは交通事故を削減するための努力としてトレーニング、教習、交通安全意識に重点をおいています。

2005年の門出にあたり、サハリンエナジー社は、安全・環境に配慮しつつ、フェーズ1の原油生産の成功とフェーズ2の総合的な発展を目指しています。
この年次報告が、皆様にとってサハリンエナジー社の2004年度における活動報告として有益なものになることを心から願っております。

イアン・クレイグ

最高経営責任者
サハリンⅡ開発－概観

サハリンⅡ開発は、サハリンⅡプロジェクト生産物分与契約（ＰＳＡ）のもと、シェルが主体となって三井物産・三菱商事と共にサハリンエナジー社を通じて石油とガスの探鉱開発を推進するプロジェクトで、サハリンエナジー社は1994年、ロシア極東部、サハリン島沖オホーツク海のピルトン・アストフスコエ 油鉱区（ＰＡ）とルンスコエ ガス鉱区を開発するために設立されました。
サハリンⅡはロシアで初めて締結されたＰＳＡのもとで事業活動をおこなっており、1999年に最初の原油生産を開始し、ロシアの海底油田生産原油を代表するものとなりました。
数十億ドル規模のサハリンⅡ開発は、ロシアにおける外国企業単一による直接投資としては最大となります。本プロジェクトのフェーズ1では、1999年7月からビチャーズコンプレックスにおいて順調に原油生産をおこなっており、これまで6,000万バレル以上の原油が生産・輸出されました。
フェーズ1は原油開発に焦点をおき、1999年夏、ビチャーズコンプレックスにおいて季節操業を開始しました。ビチャーズ生産コンプレックス周辺の海域は、１年のうち約6ヶ月間は氷に覆われるため、フェーズ1による原油生産は現在、氷のない時期（約180日）のみに限定されています。
フェーズⅡプロジェクトは、現行フェーズ1開発の拡大に重点を置いており、サハリンⅡの油・ガスからのコンデンセートや原油の、年間を通じた輸出を可能にします。また、ロシアにおける最初のＬＮＧプラントとして、LNG年間生産量960万トンのプラント建設も含まれています。２つのプラットフォームを製造・設置し、プラットフォームから油・ガスを陸上に輸送する為の海底パイプラインも新たに建設します。海底パイプラインで陸上に運ばれたガスと油は、それぞれ1本ずつ・合計２本の800ｋｍに及ぶ陸上パイプラインで陸上の処理設備に送られ、そこでガスとコンデンセートに分離・処理されます。この陸上パイプラインは、年間を通して海上での結氷が少ない島南部アニワ湾・プリゴロドノエの石油輸出ターミナル（ＯＥＴ）とＬＮＧプラントへと更に延びています。
ピルトン・アストフスコエ プラットフォーム－Ａ(ＰＡ－Ａ)・モリクパック
サハリンⅡフェーズ１プロジェクトはピルトン・アストフスコエ鉱区のアストック地区の開発・石油炭化水素の製造を行なっています。モリクパックはビチャーズ製造コンプレックスの中核であり、又、ビチャーズ製造コンプレックスは単錨係留（SALM）ブイとオハ浮遊貯蔵船兼積み下ろし船(FSO)により構成されています。ビチャーズ製造コンプレックスにおいて、結氷のない夏に生産された原油は、海底パイプラインによってSALMとFSOに運ばれ、顧客に販売すべくタンカーへと積載されます。
フェーズ２プロジェクト期間中に、モリクパックプラットフォームは、年間を通した操業を可能とすべく、新たなパイプライン設備に接続されます。
ピルトン・アストフスコエプラットフォーム－Ｂ(ＰＡ－Ｂ)
PA-Bは掘削設備を備えた人員駐在型の油・ガスの総合的な基地となり、その生産量は一日あたり70,000バレル(11,000㎥)で、日量260万スタンダード立方メートル（920万スタンダード立法フィート）のガスを輸出することになります。掘削、処理、生産プラットフォームではピルトン地区から油とガスを抽出します。プラットフォームはサハリン北東約12kmの沖合、水深32mの位置に設置されます。
ルンスコエプラットフォーム(LUN-A)
LUN-Aプラットフォームには掘削設備、宿泊設備、最低限の処理設備を備えます。日量5,100万㎥（10億8000万スタンダード立法フィート）のガスと50,000バレル(8,000立方メートル)のコンデンセートの生産能力を有し、サハリン島北東約15kmの沖合、水深48mの位置に設置されます。陸上処理設備（OPF）では、LUN-Aの分離作業（油／コンデンセートとガス処理を含む）を行い、又、海底ケーブルを通して海上プラットフォームに電力を供給します。プリゴロドノエのLNGプラント用のガスの大部分はこのプラットフォームから供給されます。
パイプライン

炭化水素は、石油・ガスそれぞれ一本ずつのパイプラインによって、3つのプラットフォームから、OPFを経由して、LNGプラントと石油輸出ターミナル（OET）へと運ばれます。PA-Aから陸上への海底パイプラインは約46km、PA-Bから陸上への海底パイプラインは約72kmとなります。PA-AとPA-Bからの石油・ガスパイプラインは、陸上で一度石油同士・ガス同士それぞれ混合されます。陸上パイプラインは約800kmの距離、43m標準幅の敷設用地（ROW）を使用し、敷設される陸上パイプラインの総延長は1,670kmになります。 
陸上処理設備（OPF）

OPFはサハリン島北東部のルンスコエプラットフォームからのガスパイプライン上陸地点に位置します。
OPFの主要な機能は、ルンスコエ鉱区からのガスとコンデンセートを、LNGプラントと石油輸出ターミナル(OET)へ輸送する前に処理することです。また、OPFはPA鉱区の2つの海上プラットフォームからもパイプラインでOETに送るための油とガスも受け取ります。

OPFにはOPF自体に必要な電力と、LUN-Aプラットフォームのための電力を供給する為の100メガ・ワットの発電設備が含まれます。陸上処理設備は最大で、ガス日量5,100万㎥（18億スタンダード立法フィート）、コンデンセート／油日量10,000㎥（65,000バレル）の処理能力を有します。 
コンデンセートはPA鉱区からの原油と共にパイプラインでOPF経由運ばれます。そして、コンデンセートと原油は、OPFの日量195,000バレルの処理能力を有するブースターポンプにより、陸上原油ラインを通ってOETに送られます。
インフラ整備プロジェクトとロジスティックス（IPL）

サハリンエナジー社は、サハリン2プロジェクトの建設活動を支える為に、サハリン島の重要な基幹設備の改修をおこないました。これらを総称してインフラ改良プロジェクト（IUP）とよんでいます。これらサハリン島のインフラ改修工事には約3億5000万ドルを必要とし、2004年末までに、サハリンエナジー社は、島内の道路、鉄道、橋梁、病院、廃棄物埋立処理場、ホルムスク漁港、そしてノギリキ空港などの改良工事に対し、既に2億2500万ドルの資金を投じました。

LNG プラントと石油輸出ターミナル(OET)

LNGプラントとOETは、コルサコフ市の東約15kmにあるアニワ湾プリゴロドノエの490ヘクタールの敷地に建設されており、ルンスコエ鉱区のガスとPA鉱区からの随伴ガスの処理及び液化をおこなう予定になっています。LNGプラントは貯蔵タンクと積み出し設備を備え、ロシアで最初に建設されたLNGプラントになります。
LNGプラントは、2系列のガス液化加工ラインからなり、特別にサハリンの寒い気候に合わせて2重混合冷媒を使用します。各系列の年間生産能力は1系列あたり480万トンとなり、また、２基の10万㎥貯蔵タンク、2本のローディングアームと海上800mまで伸びる蒸気返却アームを供えた桟橋もLNGプラント設備に含まれます。

OETはLNGプラントの東500mに位置し、原油は海上約5kmに位置するタンカー積み出しユニットまで海底パイプラインを通じて運ばれます。OETはLNG処理設備からの日量5000バレルのコンデンセートとともに日量17万バレルの原油を輸出及び貯蔵を支援する設備です。OETは輸出ポンプと関連設備を備えた浮遊式の屋根を備えた2基の貯蔵タンクと関連設備で構成されます。

LNGプラントとOETは、電力、水、消防、排水処理、石油流出対策などの施設を完備しています。

サハリンⅡ開発－2004年度の進捗状況

フェーズ1

生産6周年記念

2004年はビチャーズコンプレックスにとって生産6年目となり、計1,170万バレルを生産した年でもありました。生産開始からの累積では、フェーズ1は現在アジア、及び以遠の市場に向けて総計6,000万バレルを生産し輸出しています。2005年6月にはビチャーズターミナルで100番目のサハリンビチャーズ原油カーゴの荷積みとなりました。
近年、原油の生産レベルは過去に比して落ち込んでいますが、これは油層内の圧力の自然減退によるものです。そこで生産増強のために、圧力維持プロジェクト（PMP）を計画し、2004年3月にその作業を開始しました。PMP設備は塩水を処理して油層に注入し、油層内の圧力を上昇させるようデザインされており、これによって年間の原油生産レベルを上昇させ、油層の根本的な回復をおこなうことになります。外部設備工事は2004年第1四半期に完了し、最初の水注入用の井戸掘削、油層への水の注入は2004年3月に開始されました。更に3つの水注入用の井戸が追加掘削し、2005年4月末にはこれら4つの井戸を通して日量90,000バレルが油層に注入されました。
モリクパック接続プロジェクト
2005年初め、陸上の製作現場とモリクパックプラットフォーム沖で、MTIプロジェクトの新しいモジュールの建設作業が始まりました。フェーズ2プロジェクトの一部をなすこのプロジェクトは、サハリン島南部のプリゴロドノエに建設されるLNGプラントとOETにガスと油を運ぶ新パイプライン設備を接続することにより、モリクパックからの年間を通した石油とガスの製造・輸出を可能にします。

フェーズ２

インフラ整備プロジェクトとロジスティックス

病院：
2005年、サハリンエナジー社は総計720万ドルを支出して地域の主要病院であるユジノサハリンスクの病院と、ノグリキとポロナイスクの病院の改良事業を開始します。これら改良事業は、建設工事、300万ドル以上の医療機器の提供、緊急医療のトレーニング、運営・維持資金の提供を含み、レントゲン機器、血液銀行、デジタル超音波スキャナー、人工腎臓機などを含む提供機器のリストも提供します。これらに加えて、サハリンエナジー社はノグリキ、ポロナイスク、ホルムスク、コルサコフ、アルギ・パギ（ティモフスク）、ユジノサハリンスクの6つの地域病院に完全装備を施した救急車を提供します。
医療施設の改良は、地域住民、及びサハリンエナジー社社員、契約作業員や下請け作業員への、安全とスムーズな緊急医療サービスを提供します。

道路と橋梁：
2002年末、サハリンエナジー社はサハリン州政府当局と、道路・基本設備工事プログラムに同意し、道路と橋梁の改修工事を開始しました。このプログラムの工事は2007年末まで継続される予定です。

2004年末時点でサハリンエナジー社は15kmの道路と175の排水渠を再建し、また、60km以上の側溝、13の仮設橋と18の橋梁を建設しました。今日までの工事は、サハリン道路工事会社(Sakhavtodor)、ヴォストクドルストロイ道路工事会社、ティモフスク道路工事省の関連道路工事契約業者、サハリン建設・投資会社の協力を得ながら遂行れました。

フェーズ2の工事による交通量の増加があった島内7つの地方自治体（コルサコフ、ホルムスク、ドリンスク、マカロフ、ポロナイスク、ノグリキ、ユジノサハリンスク）の居住区内の道路舗装や、道路と橋梁の改修工事なども実施され、その工事の費用はおよそ1,450万ドルとなります。

ホルムスク港：
2003年から2004年にかけ、サハリンエナジー社はOPF用の鋼管や貨物を含むフェーズ2の工事資材を陸揚げするため、ホルムスク漁港の改修工事をおこないました。また、2004年、同港は45隻の船舶を受け入れ、114,000トン以上のパイプを荷揚げし、事務所の改修などを含むめた付随する作業が同港で行われました。2004年末にはサハリンエナジー社の契約工事会社・３‐Sは約100名の地域出身者を同港での正規従業員として雇用しました。さらに、サハリンの3つの輸送会社は恒久的に貨物輸送に携わっています。
2005年、プロジェクトが必要とする物資を海上・陸上で長期的に供給可能にするため、同港の倉庫設備を再調査します。また、2007年以降のプロジェクトの操業期間においてサハリンエナジー社への消耗品、フィルター、石油や他の材料を供給する地域の産業を促進すべく、経済開発地域の確立についても調査します。
ノグリキ空港：

ノグリキ空港は2004年10月の大規模改修工事後、日中業務を開始しました。空港の改修工事はサハリンⅠのPSAのプロジェクトオペレーターであるエクソン・ネフテガスと合同で遂行されました。2005年の作業は全航空機へのヘルスモニターリングシステムの設置と海上ヘリコプターの国際基準への変更に重点をおいています。 

不発弾等：

サハリンエナジー基金はサハリンエナジー社の建設用地及びパイプライン敷設用地の整理をおこなっており、これには不発弾等（UXO）の破壊・除去（ロシア軍工兵隊により遂行された）、軍事化学薬品の破壊・除去、旧ソ連軍・旧日本軍戦死者の発掘と埋葬が含まれます。全ての作業はロシア連邦法に従って軍兵站部と地方自治体当局と共に遂行され、2004年末の時点で、3,500のUXOが破壊され、29,750リットルの軍事化学薬品が除去されました。戦死者の調査では、41名の旧ソ連軍兵士（軍の最高儀礼に従って埋葬された）と33名の旧日本軍兵士（神道の儀礼に従って火葬された）を発掘しました。
さらに、サハリンエナジー社は、UXO、資材、設備品に関して一般市民を動員できる軍の支援チームと共に作業を行っています。サハリンエナジー社は2002年にこれらの支援を開始し、ここ数年間でサハリン島内のUXO及び軍事化学薬品の処理能力は強化されました。これらの作業は、人間と動物両者、つまり生命に対するの脅威を軽減し、安全をより確実にするものです。

テレコミュニケーションプロジェクト：

フェーズ2プロジェクトを遂行するため、、サハリンエナジー社は会社の全設備を結ぶ、850kmに及ぶ安全と営業上の目的のための光ファイバーケーブルの設置を含め、多くの通信設備工事を行う予定です。このケーブルの設置は、沿線の町や村に近代的な通信手段を提供し、サハリン島公共通信業者「極東通信」社(Dalsvyaz)も使用が可能となるため、地域社会に長期的利益をもたらします。この850kmの光ファイバーケーブルの設置工事は2005年に開始されます。
ホルムスク

ホルムスク港沖における「Cristoforo Colombo」号の座礁後、サハリンエナジー社は責任ある立場、即ち油・ガス事業者であり、又、長期居住者として、町で多くの親善プロジェクトを実行しています。これらのプロジェクトはホルムスク地区当局と合意の上で、町で使用される石油流出反応装置の配置、プリモルスキー通りの美化事業、幼稚園の屋根の補修、子供病院へ応急手当設備や家具の提供、病院への緊急医療センターの提供などが含まれています。これら全ての事業は現在率先して実行されており、2005年末に完成される予定です。
海上プラットフォーム：コンクリート製基礎構造物（CGBS）と上部構造物
コンクリート製基礎構造物（CGBS）
ノルウェーのGBSスペシャリストAker Kvaerner Technology AS社とフィンランドのQuattro Gemini OY社がPA-B とLUN-A両方のCGBSの工事を請け負っています。両方のCGBSともロシア極東・ウラジオストック近郊のボストチニー港のドライドックで建設されました。
２つのCGBSは今までにロシアで建設された最も大きい構造物に入り、その脚の様々な幾何学的構造は今までに請け負われた工事の中で最も複合的なコンクリートスリップ形状に分類されます。また、建設される地域の冬の海氷と地震の性質を特別に計算に入れてデザインされています。これらはロシアで建設されたこのタイプのものとしては初めてのものであり、約2,000人従業員がその工事に携わりました。
2つの新CGBS工事は高いロシアンコンテンツ率（合計85%以上）であり、知識や技術を伝導しながら、建設のを通じて地域産業に幅広い経験の機会を与えることとなりました。また、建設現場に資材や他のサービスを供給しているロシアの会社にも、重要なビジネスの機会を創出することとなりました。

これらCGBS基礎工事の作業は2004年3月に、最初のコンクリートが注入され、作業開始となりました。11月、サハリンエナジーはこのルンスコエプラットフォームのCGBSのコンクリート工事完成という重要事項を成し遂げました。ルンスコエコンクリート製基礎構造物は、新しい海上プラットフォームの上部構造物を支える基部の厚板と4本の円柱状の脚から構成されており、総重量103,000トン、基礎部分は105m×88mで、高さ13.5m、脚の直径は20m以上で高さ56m、全体の構造上の高さは69.5mとなります。

ルンスコエとピルトンBの基礎構造に必要な機器の製作及び設置後、2005年初めに新PA-Bプラットフォームの主要コンクリートスリップの成型作業も完了しました。

2005年夏、2つの構造物はドックから搬出されてPA鉱区の主要点であるルンスコエとピルトンの定位置まで運ばれ、慎重に海底に設置されます。

上部構造物

同時にLUN-AとPA-Bプラットフォーム上部構造物が韓国・Geoje島のサムソン重工業建設現場において建設されています。2003年7月にLUN-A上部構造物用の最初の鉄骨切断作業がおこなわれ、PA-Bのものは2004年1月におこなわれました。
2004年末、22,000トンのルンスコエ上部構造物の進行状況は65%に達しました。全ての居住区域はメインドックの指定位置へ引き上げられ、メインドックも組み立てられ、あとは掘削モジュール、フレアーブーム、ヘリデッキの設置を残すだけとなりました。パイプ製造作業は65%が完成し、沖合設置工事の下請け業者の入札も進行中です。
28,000トンのPA-B上部構造物の製造は2004年2月に開始され、現場に建設された下部デッキと共に好調に進行しています。上部デッキの建設は2005年3月に計画され、2004年末における総合的な進捗状況は35%以上です。
上部構造物のCGBSへの設置はサハリン沖で実施されます。2つの上部構造物の設置を成功裏に収めるため、現在2つめの設置用バージを中国の製造工場にて建設中です。
陸上処理設備（OPF）

2004年末には、全般的な設計・調達の進捗状況は85%以上完了し、既に大部分の発注が実施されています。細部の設計完了は2005年6月を予定しております。

2004年、杭打ち工事、土台の鋳造、コンクリート・鉄筋建築物の建設、パイプラック、サイトの外でのパイプスプールの組み立工事作業などが続行されました。杭打ち工事は2004年半ば、5,000本超の杭が打たれ完了しました。
2004年度におけるフェーズ2プロジェクトの重要な成功は、2004年7・8月のOPFサイトにおける海浜揚陸キャンペーンです。これは、ガスタービン、コンプレッサー、熱交換機など、その大きさや重量のため陸送ができなかった大型バージ3隻分の大型重量設備の荷揚げが含まれます。

OPFにおける全体的な建設工事は2004年末で約40%が完成し、2006年の段階的な業務開始想定の下、電気関係、機器関係などを含む諸専門工事は2005年中も続行されます。 

OPFは2006年にLUN-Aプラットフォームの、最初はディーゼルを使用するガスタービンへの送電開始を予定しており、モリクパック接続プロジェクトが完成した暁には、PA鉱区からの初めてのガスと通年生産用の最初の油を受けとることになっています。
陸上並びに海底パイプラインプロジェクト

2004年は陸上と海底の両方でパイプライン工事を開始し、大量のラインパイプの製造・輸送や、エンジニアリング・設計・許認可活動による大幅な進捗など、サハリンⅡフェーズ2パイプラインプロジェクトにおいては激動の年となりました。
ロシアの鉄鋼、パイプ製造業者はラインパイプの納入に参加しています。2004年末、United Metallurgical Companyは42,500トン(330km)・3,500万ドル相当のラインパイプを、鉄鋼板を製造するロシアのメジャー鉄鋼製造業者・Severstalと共に、同社のヴィクサ鉄鋼所からの納入を成功裏に完了しました。この発注は日本の三井物産との合併事業の一部で、他の関係供給会社は、ロシア企業・Transpromresurs有限会社とMetal 1（主要株主は日本の三菱商事）とイタリアILVA社の合併企業です。Transpromresurs有限会社とMetal 1は大部分のラインパイプをコーティングするため、新しいハイテクノロジーパイプコーティングプラントをボストチニーに建設し、2004年初頭に最初の製造を開始しました。作業は2004年中も続行され、パイプコーティングは2005年の第3四半期中の完成が予定されています。建設費約1,500万ドルのこのコーティングプラントはサハリンⅡフェーズ２プロジェクト用に3,000万ドル相当のパイプコーティングを行います。

陸上・海底ラインパイプ供給への総投資額は4億ドルを越え、515,000トンもの鉄鋼材を使用しています。陸上で使用されるコーティング済パイプは2004年末には累積275,000トン(1,200km)に達し、1,000km分以上が既にサハリンに備蓄されています。海底で使用されるパイプ（現時点までで32,000トン、170km）のマレーシアのクアンタンへの荷渡しも2004年中に始まり、設計、備品調達（ラインパイプを除く）、建設工事業者・サイペムなどが海底パイプラインに配備されています。

2004年度中、ルンスコエ鉱区とアニワ湾における海底パイプラインの浚渫・敷設工事は、綿密な計画、必要手続きの取り纏め、民間工事を踏まえ、予定通りに完了しました。

2005年の年間工事作業は、海底パイプラインのために計画されており、ルンスコエ鉱区・アニワ湾のパイプラインとケーブルシステムの大部分の完成を目指し、浚渫工事、パイプライン敷設、プレコミッショニングを予定しています。海底パイプラインの延長工事もCGBS設置の支援で様々な作業をおこない、もし条件がよければ、PA-Aプラットフォームへのパイプライン接続も完了します。

海底パイプラインシステムのEPCC（設計・調達・建設契約）はスターストロイがおこなっています。2004年に設計は大いなる進展を遂げ、2004年1月の陸上パイプライン「初接続」式典に続き、建設を開始いたしました。2004年末には312kmに及ぶ主要パイプラインの接続が完成し、さらに1000kmの2005年完成を予定しています。ほとんど全ての設計、建設作業はロシア企業に下請けされています。
陸上パイプライン工事は急速に進捗しており、ロシアの大手パイプライン請負業者によって現場で作業が進められています。現場には計約5,000人のスタッフがおり、ヴァル, ノグリキ、オノール、ツマーノヴォ、スコルの主要工事宿舎、及びパイプライン敷設用地（ROW）沿いのいくつかの小規模工事宿舎から作業に従事しています。

2005年、設計の大部分が完成し、パイプラインのバルブ、シェルター、豚用の罠、様々な支援設備用品の調達は完了します。
さらに、冬季河川横断工事が開始され、2004/2005年冬季に3９の石油パイプラインと11のガスパイプラインの河川横断は完了し、残りの河川横断は2005/2006年冬季に予定されており、21の地震断層とマカロフ山地の地すべり地点を通る30kmのパイプラインルートの詳細な河川横断計画は、2005年に予定されていた設計の完了、それに続く2006年の工事と共に進捗しています。

地震断層、道路や鉄道、居住区付近など、陸上で特に注意が必要な場所では、パイプラインの壁を厚くし、また、炭化水素の輸送を効率的にするために、多数のブロックバルブがパイプラインの長さに沿って設置されます。また、パイプラインシステムは高度な漏出探知システムを備え、包括的なメンテナンスプログラムで操業されます。
 LlNGプラントと石油輸出ターミナル(OET)

2004年度におけるLNG/OETプロジェクトは、日本の千代田化工建設の設計・調達センターからプリゴロドノエの建設現場に移転しました。2004年末、主要契約業者CTSDは、ロシア、日本、韓国、アメリカ、イギリス、アイルランド、トルコからの契約業者から、全ての恒久設備設置工事の下請け契約を与えられました。
初期の作業プログラム－現場の整地、バイパス道路の建設、資機材搬入桟橋（MOF）建設－は2003年の3月に始まり、成功裏に完了しました。6,000人の作業員用宿泊設備建設も同時期に開始し、2005年3月には最後の宿泊設備や、レクリエーション設備も完成しました。初期の作業プログラムは、2004年春・夏におこなわれた恒久的な設計、調達、建設を可能にしました。2004年4月、現地で供給された原料で生産されるコンクリートバッチングプラントの開所式がイギリスのアンドリュー王子によっておこなわれ、4月にはまた、主要設備、OET内のパイプラックの基礎、ユーティリティーエリア、プロセスライン1の建設が開始されました。

2004年9月に100,000㎥のLNG貯蔵タンクの2基の建設工事が開始され、現在ではプリゴロドノエに高さ37mの蒸気バリアーが出来ています。2005年の春には外部タンクの巨大な壁が出現し、現在タンクの内側にある天井は空気圧によってタンクの上部に押し上げられます。
OETサイトでは、東亜建設工業が100,000㎥の原油輸出タンク用の砕石還状基礎工事を実施し、これに続いてロシアの契約業者Koksokhimmontazh社がタンクの建設において優れた功績を収め、2005年10月にはタンクの外壁の完成が予定され、ハイドロテストの準備が整います。

2004年春、サイト内にサハリンエナジー社工事事務所が正式に開設され、スタッフが恒久的にサイトに駐在しており、出張所、業務管理棟などの恒久設備は円滑に運営されており、2005年冬季期間中、契約業者が快適に働くことができるようにしています。

2004年10月、下請け業者の「Daewoo」と「Gama」は、LNGサイト全体に大きな変化をもたらすサイト横断鉄鋼組み立て工事を開始しました。鉄鋼パイプラックはプラント全体の背骨となり、2005年下期にはパイプラックは直径半インチのものから72インチの加工済みパイプになります。

また、2004年には、LNG/OETプラント建設前に最終整形の為にパイプの切断・溶接をおこなう主要パイプ製作設備を開所しました。80km以上のカーボンスチールとステンレススチールパイプがここで溶接され、外国からの多くの溶接作業チームが作業に従事します。

2005年初頭より、現場に大量の資機材が直接納入または資機材搬入桟橋(MOF)に搬入されました。600トンの船が主要エリアに運び込まれ、最重量級の単一リフトをおこなう計画が進行中です。
年間を通じて、地下パイプライン工事と、プラント全所に設置される1,000kmの電気、及び設備ケーブルの地下工事が続けられています。
マーケティング

LNG販売

2004年はLNG・原油販売活動において、サハリンエナジー社にとって印象的な年となりました。サハリンエナジー社はLNG・原油販売の両方において、既存のコミットメントを確立し、顧客を拡大することにより、アジア・パシフィック市場でその存在を強固なものにしました。

2004年5月、サハリンエナジー社は東邦ガスとの主要項目において拘束力のある契約（HOA）と東京電力・九州電力各社と完全な期間販売・購入契約（SPAｓ）に署名しました。日本はサハリンエナジー社にとって、継続拡販していく基礎顧客の存在する中核市場であることに変わりはなく、他の日本顧客との交渉も進行中です。

2004年10月、サハリンエナジー社は北米天然ガス市場のShell Eastern Trading社と、20年間3,700万トンのLNG供給SPAを締結しました。この先駆的な商取引は、北米市場への初のロシア産天然ガスの販売となり、アメリカ西海岸及びメキシコ市場にとって、サハリン島は戦略上新たな天然ガス供給源となるでしょう。サハリンエナジー社からのLNGは、メキシコのバハカリフォルニアに建設される新しいEnergía Costa Azul LNG受入ターミナルに供給されます。

新しいLNG受入基地からの天然ガスは、エネルギーの必要性が増大し、新たな天然ガス供給源の必要性が増加しているメキシコで、アメリカ・カリフォルニアに向けて輸出された天然ガスの余剰分と共に、使用されます。この契約はプラトー時年間160万トンの供給及び最初の3年間増量供給となっています。

Vityaz Crude Oil Sales
 ビチャーズ原油販売

サハリンエナジー社は、アジア・パシフィック地域において、顧客が中東依存を捨て、エネルギー供給源の多様化を図っている中で、ビチャーズ原油が求められ続けると考えています。サハリンエナジー社は単にオマーン産原油の市場価格－似たタイプの原油でビチャージズ原油への基準価格として使われた－を超える記録的なプレミアム価格を達成しただけでなく、タイへの前例のない販売など、サハリンエナジー社は顧客ベースを拡大し、さらに日本、韓国、中国、アメリカ、フィリピンへの供給を継続しています。
さらに、サハリンエナジー社は東北電力への画期的な販売を達成しました。これまでの販売は精製所への供給であった為、これはビチャーズ原油が電力会社に直接納入された初めてのケースです。2004年全体では、日本は新たな4顧客を通じ全体の76%を購入する主要顧客として、優勢を占めています。 

サハリンエナジー社はプリゴロドノエからの通年原油生産を目指して準備を続けています。ピーク時には、サハリンエナジー社は日量約18万バレルの原油とコンデンセートを生産し、将来はサハリンⅠプロジェクトと合わせ、サハリンはアジアでは相当量となる日量約42万バレルの原油を輸出することになります。総合的なサハリン原油の生産量はベトナム（日産35万バレル）、マレーシア（同40万バレル）より多く、インドネシア（同50万バレル）に近いものとなっています。

LNGの海上輸送

2004年、サハリンエナジー社はいくつかのLNG販売契約で必要となった為、LNG船の容量を拡大し、2004年11月にはLNG船長期傭船契約の入札を経て、３隻の147,200㎥・モスタイプの新LNG船の調達に成功しました。２隻はSovcomflot社と日本郵船株式会社(NYK)の借款団から、もう１隻はPrimorsk Shipping社、三井OSKライン、Kラインの借款団から傭船されます。Sovcomflot社とNYKから傭船される２隻の船舶は三菱重工業で建造され、Primorsk Shipping社、三井OSKライン、Kラインから傭船される３隻目は三井造船工業にて造船されます。

これらの取引は、ロシアのLNG海運ビジネスへの初参入となり、日本とロシアのパートナーシップは、日本のLNG運搬における20年の無事故操業の経験と、ロシアの自国の港湾における特有の氷海航行技術とその経験の連合でもあります。この画期的な商取引は、工業分野の新境地の開拓と新しい技術の導入を通して、サハリンⅡプロジェクトのロシアへ利益をもたらします。
課題への対応

ロシアンコンテンツ

ロシアンコンテンツは、サハリンⅡ開発がプロジェクトを通してロシアに利益もたらす主要素であることは変わりありません。ロシア企業の、工事段階・運営段階の両方におけるプロジェクトへの関与は、プロジェクトが総合的な成功を成し遂げる上で重要な役割を担っています。

サハリンⅡ生産物分与契約（PSA）では、建設段階において特有のプロセス、機材が求められるロシア産業の難しさの中で、労働時間と材料・供給の量に関するロシアンコンテンツを規定しています。このPSAのアプローチと一致して、プロジェクト期間中ロシアンコンテンツ70%の目標を達成するため、サハリンエナジー社は最善の努力を払うようPSAで述べられています。

サハリンエナジー社と連邦・州政府のパートナーは共同委員会の支援を通じてロシア産業の有効利用促進のために共同作業をしています。この共同委員会はサハリンⅡプロジェクトの下請けが可能なロシアのビジネスと産業を見極めようと努めており、また、同委員会は全ての契約、サハリンエナジー社の調達手順を検査し、公平かつ透明性を維持すべく勧告しています。

共同委員会の作業はサハリンⅡプロジェクトにおいて、関連するロシア企業を促進させるための鍵となりました。1996年から2004年末までの間、工事開始以来－最初はフェーズ1、現在はフェーズ２－ロシアの契約企業と下請企業は総計最高42億ドルに上る何千もの工事受注に成功しました。
数字は同様に、それが単に既に達成されたPSAの目標値70% であるだけではなく、超えることが可能であることを示しており、2004年末の時点では6,300万人のロシア人労働者とその労働時間－総計の73%－が、資材と機材の供給については300万トン－総計の86%－が費やされました。
2004年におけるロシアンコンテンツの実績は今日までのサハリンエナジー社の最高値で、この実績が、特にプロジェクトの操業段階において来年度からも継続できるようにするため、サハリンエナジー社はロシアンコンテンツ開発方針と戦略を開発中で、これは社内でその機会の開発と、将来を見つめるという新たな焦点を創出しています。この共同委員会は、サハリンエナジー社のロシアンコンテンツ開発活動において、特に、2005－2010年の契約と調達活動計画の再検討時にロシアンコンテンツの機会を見極める際に、中枢的な役割を果たし続けます。

サハリンエナジー社は他の石油・ガス会社と協業を継続し、サハリンの石油・ガス工業に必要とされる資源の共有・相乗効果の機会を統合的に見出すために、島内の大手石油・ガスサービス会社と連携します。ロシア人の熟練した小売業者・全従業員の開発と維持もまた、焦点の鍵となる分野です。

サハリンエナジー社は、PSA、あるいはそれを越えたところにあるロシアンコンテンツの必要性に応える道は、ロシア側関係者と共同委員会の継続的支援と共にあると信じています。サハリン島住民への雇用機会

地域の住民に雇用機会を提供するというサハリンエナジーの公約の一部として、2003年10月に研修事業計画に乗り出しました。計画は、サハリンエナジーのために補修管理や生産運営などの分野で、技術的専門家として働くことに強い興味を持つサハリン島在住のロシア人男女に研修を施すことに焦点がおかれています。研修生は将来、サハリンⅡの陸上・海上設備の補修管理・生産運営技術者となります。
事業計画は補修管理・生産運営に関して全く、または少ししか知識を持たない人々のために理論学習と実務研修を合わせた構造化された課程です。最初の学習は英語に関するトレーニングで、続いて技術的・安全管理研修をロシア国内や国外の机上並びに作業現場でおこないます。その後、本人の能力や選択した訓練に基づいて、最高2年間の実務研修を行います。

トレーニングプログラムは、研修生が全ての分野で堅実な基礎を学ぶと共に、生産運営、機械、電気、器具取り扱いの4つの分野のうち1つで専門家になることを確実にします。

サハリンエナジーは2003年から2018年までの間の研修事業計画で、270人以上のサハリン住民の募集と養成を願っています。最初のグループの11人の研修生は2003年10月に募集され、2004年の11月には中国での6週間の研修に参加しました。完全に英語でおこなわれた国外研修の一部として、研修生達は研修現場で多くの課題をこなし、自身の技術を磨き、健康、安全、環境問題についての知識を深める機会を得ました。6週間の研修を終え、研修生は国際的基準に照らし合わせても非常に高く評価されるものとなりました。

2005年1月には最初の4人の研修生が英語と技術の研修を修了し、実務研修に於いて能力を発揮し始めています。
2004年中にさらに合計60人以上・5つのグループが募集されました。このうち3つのグループは次に行われる技術研修の準備として2005年初めに英語の研修プログラムを開始しました。
サハリンエナジーの募集は研修グラムの範囲を超えたところにも及び、最良の国際的慣習に従っています：応募者は標準的な能力検査を受け、提出された履歴書の取り扱いから始まり、そして組織的な面接と他の評価方法に基づいて選抜されます。今後の重要な人員確保のためにサハリンエナジーの人事採用機能が人員強化されています。サハリンエナジーが、必要とするロシア人経験者の多くの応募を募る為、サハリンエナジー社サハリン・エナジー社はロシア極東と以遠にその募集視野を広げました。募集内容の詳細、関心のある方はサハリンエナジーウェッブサイトを御覧ください。(www.sakhalinenergy.ru)
先住民の人々
サハリンエナジーにはサハリン島の地域社会や先住民の人々を巻き込み、支え、そして一緒に働いてきた歴史があります。1992年、SEICは先住民（IP）の人々に対するコンサルティングプログラムを始めました。フェーズ2プロジェクトでは、このプログラムがロシア連邦法、同様に世界銀行集団経営指導要綱の精神と意志（OD4.20及びOD4.30）に合うよう拡大されました。

このIPプログラムの一部として、サハリンエナジーサハリン・エナジー社の進行中のモニターリングとコンサルタント活動は以下を含みます：
· 建設スケジュールとパイプラインルートに関係する牧畜に従事する住民との対話；
· 先住民の人々の社会的経済調査；
· 先住民社会彼らの自然資源基盤、暮らしと居住地へのプロジェクトの影響評価並びに対話；
· 提案されそして既に実行された緩和策への評価並びに対話；
· 先住民の人々についての関係者との定期的な検討と話し合い；
· 補足的援助の必要性の決定；
· 地域社会のニーズに見極めと支援可能なプログラム・プロジェクトの話し合い
1994年、サハリン・エナジー社サハリン・エナジー社はより近い関係を築くためニーフホ民族、エヴェンク民族、オロク民族、ナナイ民族の人々、先住民の権利を代表するグループや団体と公聴会を主催し始めました。

それ以降、サハリン・エナジー社は教育プログラム、伝統的な文化と地域社会発展の保護、文化・スポーツ振興・先住民関連の会議、集会、その他イベントへの経済的援助、議会含む社会的な主導並びに事業を通して先住民の人々を援助しました。
2004年、サハリン・エナジー社はトナカイ遊牧民との積極的な関係者対応を開始しました。サハリン・エナジー社はNogliki地方当局の協力でトナカイ遊牧民の方々にプロジェクトの進捗を報告すると共に、サハリンⅡプロジェクトに関連する彼らの懸案事項を話し合うため年４回の会合を招集しております。
2004年末と2005年初頭、サハリンの先住民は島内の全ての石油・ガス業者に対し、民俗学専門家による彼らの伝統的な生活様式に及ぼす累積的な影響評価と、それに伴う補償水準の定義を行う様要求をおこないました。

サハリン州当局、先住民の何人かの代表者、石油・ガス会社の間で2005年１月に署名された契約は、州の“2005－2008年サハリン先住民の経済・社会生活発展計画”と、サハリン州北部の少数民族援助を目的として、それら石油・ガス会社によって実施されている社会生活保護プログラム並びにその他の活動の効果的な協調を目的としています。
2005年3月には70人以上もの先住民代表者が先住民評議会を選挙するためと、島内の先住民族の人々のための社会経済開発に対する彼らの優先順位に関する意見調整のため、サハリン島内各地方からユジノを訪れました。

サハリンエナジーはこの評議会選挙を歓迎して、これらの必要事項に対し、全ての石油・ガス会社とサハリン州当局と共に取り組むよう奨励し、また、サハリン島先住民の参加の下で2005年度IP 開発計画の開発を公約しました。

社会投資－コルサコフ
サハリンエナジーは、その活動によって影響を受ける地域社会へのプロジェクトがもたらす利益を最大にすることを公約し、負の影響の可能性の緩和に務めています。サハリン島遠南部アニワ湾の北岸に位置するコルサコフ市はサハリンⅡプロジェクトによって影響を受ける地域社会の一例です。コルサコフ市は行政上の中心・ユジノサハリンスクから南に42km、サハリンⅡＬＮＧサイトの西15kmに位置し、、コルサコフ地区の行政上の中心であり、人口39,300人（2002年調査）を抱えるサハリン島第3の都市です。ＬＮＧと石油輸出設備の建設において、サハリン・エナジー社がその影響を抽出し最小限にすべく努めている建設作業からの多くの影響が存在します。車両交通量の増加と関連する安全のリスクは当局、市民、学校と共に安全キャンペーンを通じて扱われてきました。粉塵や騒音などによる健康への影響、増加する工事労働者など潜在的な社会的影響は全てモニターされ、可能なところでは緩和されています。

しかしながら、サハリンⅡＬＮＧと石油輸出設備工事はまた、コルサコフ地区に対して様々な利益をもたらしてもいます。
雇用機会、商業機会、税収入の増加

サハリンⅡＬＮＧ設備の工事と運営はサハリン島住民、特にコルサコフ住民に対して雇用機会を創出し、それを継続しています。今日までの工事段階において主要ＬＮＧ建設請負業者（ＣＴＳＤ）は直接・間接的に57のサハリン企業を下請け業者として起用し、2005年3月、ＣＴＳＤとその下請け業者は1,000人以上のコルサコフ住民をＬＮＧプロジェクトに雇用して、その割合は全労働者の25%となりました。

設備の稼動開始・操業段階に於いては、地域社会の商業機会創出につながる、セキュリティーサービス、ケータリング、運営上のサービス（宿舎清掃、除雪、ガラス切り等）を含む多くの地域的なサポートサービスが必要になると予想されています。

増加する地域的商業活動の水準はまた、コルサコフ地方予算へプロジェクトの実行（契約業者、下請け業者）による税収入の増加をもたらしました。サハリン・エナジー社と主要請負業者であるＣＴＳＤは、ロシア関係当局との協力によって請負業者と下請け業者を登録し、地方税納入を確実におこなう最大の努力をしています。
インフラ設備の改善

コルサコフにおけるインフラ設備改善プロジェクトもまた、サハリンエナジーによって既に実行され、かつ、継続されます。これらにはチカロフカ川とウリートフカ川の排水溝改善工事、５キロに及ぶ道路の改善と補修、コルサコフ廃棄物埋立処理場の改善が含まれています。また、改善工事前には運営されていなかったナビゲーションポリゴンがＬＮＧサイトからアニワ湾に移動され、コルサコフ港の航行の安全性を改善しました。
現在実施中のプロジェクトの関係車両によって利用されたコルサコフの道路補修に加え、サハリン・エナジーはサハリン州当局とＬＮＧバイパス区間を含むコルサコフ－クヴァルツォヴィー・コーヌス間の道路舗装の合意に署名し、2007年には完成します。

サハリン・エナジー社はまた、コルサコフ当局とＬＮＧ/ＯＥＴ設備工事による海岸への通行路損失の代償として、コルサコフ公園の改修契約にも署名しました。

サハリン・エナジー社は、サハリンⅡプロジェクトの実施に伴ういかなる問題においても、コルサコフ地方当局と住民との開かれた・透明な対話を約束しています。地方当局との定期公聴会の開催に加え、2004年、サハリン・エナジー社はコルサコフで年4回、community engagement sessionを開始しました。

地域住民はまた、市の中心部にある地域連絡事務所において情報を入手し、どんな懸念事項でも述べることができます。
パイプラインの河川横断

サハリン・エナジー社はフェーズⅡプロジェクトの一部として、サハリン島北東沖の石油・ガス鉱区から島南部まで石油とガスを運ぶためのパイプラインを建設しており、パイプラインは1,000以上の河川と交差する予定です。そのほとんどは小川や小さな流れですが、サケ漁に重要な河川も含まれ、さらに少数の川にはレッドブックに記載されている魚類が生息する可能性があります。サハリン・エナジー社は島の経済－特にサケ漁－とエコロジーの面からこれら河川の重要性を認識し、パイプライン工事とその運営期間中における河川横断の影響は、短期的で環境に対して小さな影響だけにすることを公約しました。

サハリン・エナジー社は、特にサケの生息する河川でパイプライン渡河が環境へ及ぼす影響を査定するため、サハリン水産・海洋・自然科学研究所(SakhNIRO)、サハリン州立大学、ロシアの環境分析会社「アヴェーリナ」と共に行われた陸上パイプラインルート沿いの環境の基礎データ収集に5年以上の歳月をかけました。

調査はその環境の脆弱性の観点からいつ、どのようにして実行するのかというサハリン・エナジー社の河川横断工法の立案を可能にしました。渡河工事の時期と工事方法は地方漁業検査局、地方漁業規定機関（Sakhrybvod）、ロシア連邦級機関Tsurenを含む、ロシア連邦規定機関関係各局によって承認されました。

工事期間中、渡河のため掘削工法の採用は局地的に短期間の水の濁りを発生させるか河川に泥の小片を浮遊させる可能性があります。自然環境の中に一時的とはいえ、これは魚類や鮭の産卵場所に影響を与える可能性があります。しかし、これは可能な箇所においては鮭の産卵場所を避けて工事を行う、工事期間を縮小する、工事期間を重要でない時期に合わせる、水の少ない時期に工事をおこなう、そして、数少ないケースですが、川底の下を掘削するなどの方法で最小限に抑えることができています。沈泥の影響は、毎年春の雪解け水や大雨による増水など、自然発生したものほど悪化はしないと予想されます。
河川や岸が凍っている12月から4月にかけての冬季期間中に実施されるパイプラインの河川横断工事は、鮭の産卵とデータブックに記載されている種に重要であると考えられます。これは、工事期間中と春の増水後の沈泥の発生及び流出を最小限に抑えます。冬はまた、鮭が川に存在しない産卵期外で、そのため、河川に対する物質的障害が抑制され、事実上これら魚類に対する工事の影響をなくすことになります、

2004年末の時点で、1本のパイプラインが測定可能なほどの恒久的な影響を残すことなく、魚類の生息する17の河川を渡りました。

最も注意すべき大きな7つの河川に関しては、水平方向掘削（HDD）技術を使用して渡河工事がおこなわれる計画です。ここでは河川を乱すことなく、、パイプラインは川底の下を掘削し、敷設されます。この工法は適当な地下の地質学的構造が必要とされるため、全ての河川や地理的条件に適合しているわけではなく、環境に浸透する可能性のある高い浸透性のある土壌への使用は勧められない特殊な掘削用の泥を必要とします。最初の２つ、島北部のヴァジ川とナビール川のHDDは専門工事業者によって2005年初頭に実施されました。
サハリン・エナジー社は河川横断工事における工事手順とErosion controlを遵守する事に焦点を当てた意識的プログラムを開発しました。最も高い脆弱性を持つ河川での横断工事は、専用の設計図、実行計画、検査と試験計画を持っており、これらの工事は工事中、環境の手順と遵守の確認をおこなう環境監査間の立会い時のみ行われます。この環境監査官は、手順や規則が遵守されていないか、または環境への影響が受け入れられない時には工事を中止させる権限を持っています。
渡河工事に適用される厳しい社内、ロシア国内並びに国際的な基準に加えて、ロシア国内規定の要求は魚類への損傷査定と金銭的賠償を含んでいます。この賠償は実際の損傷が認められるか否かに関わらず支払われ、この種のものでは世界でも最も厳しい規定です。陸上パイプラインや他のサハリンⅡプロジェクト施設が原因となる可能性の魚類への損傷はロシア連邦法に従って計算され、その計算値は総計約1,100万ドルの賠償となりました。この賠償金は政府基金に支払われ、島の漁業改善のために使われて、一部は２つの新しい孵化場建設に使われます。
ニシコククジラ

サハリン島北東部沿岸は海洋生物が豊富で、絶滅の危機にあるニシコククジラ（WGW）の夏季の採餌場でもあります。サハリン島北東沿岸沖にはピルトン湾地域海岸近くとチャイヴォ湾近隣の沖合２ヶ所の採餌場が確認されており、その面積は合計1,570㎡になります。

私達の活動がWGWに何ら不利な影響を与えないということを確実にする公約の明らかな実証として、サハリン・エナジー社独自の調査によって音響的影響が予想よりも大きいと示唆された後、追加調査の為PA鉱区における海底パイプライン工事活動を2期間休止したことです。

2004年度中、サハリン・エナジー社はPA鉱区への、既存の認められたルートと他の2つの代替ルートの3つのパイプラインの選択の可能性を評価し、さらに、3つの選択肢に就いて陸上と海底における環境的・工学的調査をおこない、広範囲にわたるWGWの調査で1年を終えました。2004年の調査も含めた過去の調査から収集された情報は、サハリン・エナジー社のWGWへの影響評価と、サハリン・エナジー社の計画したPA鉱区の海上作業計画によってWGWに不利な影響を与えない為の効果的な緩和策策定に役立ちました。サハリン・エナジー社はこれら全ての結果を“ピルトン・アストフスコエ石油・ガス田パイプラインルート選択の比較環境分析”(CEA)レポートにて纏め、評価しています。CEAの結論のひとつは、様々なレヴェルの緩和策により、3つの全ての選択は技術的に実行可能だということでした。

しかし、WGWに関する独自の研究と調査と同時に、サハリン・エナジー社はサハリンⅡプロジェクトの工事によるWGW並びに関連する生物的多様性への影響を最小限に留める緩和策の有効性を検証する為に科学者による第三者協議機関（ISRP）の招集をIUCN-世界保存連合‐に要請するという大胆な手順を踏みました。

ISRPのレポートは2005年2月中旬に公開され、レポート上に含まれた助言とCEAの結果を考慮に入れ、サハリン・エナジー社は3月に海底パイプラインのルート変更決定を正式発表しました。サハリン島沖のPA-AとPA-Bプラットフォームと陸地を結ぶパイプラインは当初の場所から20km南、WGWの重要な採餌場から離れた場所に移築されます。サハリン・エナジー社は目下、この変更に関してロシア連邦政府関連局からの認可を求めています。

この決定は保守的な危機管理アプローチを求めたISRPのレポート沿って為され、選択されたパイプラインのルートはサハリン・エナジー社の建設作業と鯨の距離を最大にする最も用心深い代替案です。
ISRPのレポートは鯨への影響の最小化のための更なる緩和策を提起しており、サハリン・エナジー社は海上工事活動のため、これら更なる緩和策の多くを改訂された緩和策に盛り込んでいます。会議のレポートを示すように、IUCNは開発に関連する鯨へのリスクの緩和計画を再調査するためISRPのメンバーを招待しました。

環境やＷＧＷのような種の保護はサハリン・エナジー社の持続可能な発展のための総体的な公約を形成しており、サハリン・エナジー社はフェーズ２プロジェクトが国際的環境基準並びにWGWだけでなく島全体に対し実現可能な限り影響緩和を行うというサハリン・エナジー社の公約に沿って開発を行う決意です。
石油流出対応

サハリン・エナジー社は石油流出を真剣に受け止めており、流出の可能性が最小限にされ、全ての起こりうる結果でも軽減されることを確実にするため、多くの対策を実施しました。私達の基本的なゴールは、石油流出の予防なのです。これは健全な生産、輸出、運送設備計画を通して、また、正しい整備と作業手順の確実性によって成し遂げられるものです。－両方ともサハリン・エナジー社が高度な国際基準と最大の努力の実行を公約したとみなすことができます。

サハリン・エナジー社は、タンカー積込設備とモリクパーク海上プラットフォームを含めたサハリンⅡ開発のフェーズ1のもとでの操業に関し、ロシア当局に認可された包括的な石油流出対応（ＯＳＲ）計画を持っています。サハリン・エナジー社は能率的で効果的なＯＳＲ組織を整備し、自身の地域設備へのアクセスを持っています。既存の生産運営に対するＯＳＲ設備はノグリキに整備されたＯＳＲ基地から24時間対応能力を備えており、OSR船・イルビスは流氷の無い原油生産時期には24時間体制でピルトン・アストフスコエ鉱区に整備されています。
OSR組織は役割と責任が明確化され、確実でテストされた指揮命令系統を有しています。定期的にテストされるトレーニングプログラムは、対応チームが正しい能力を持っている事、並びに全てのメンバーがOSRの手順に精通していることを確実にします。

過去2年間、フェーズ1海上作業からの石油流出は１リットル以下です。－これはサハリン・エナジー社を世界最高水準の業者にしている記録です。
フェーズ1OSRの高水準はフェーズ２設備にも受け継がれます。フェーズ２設備へのOSR計画は準備下にあり、これら設備による生産開始前に完成し、ロシア関係当局と合意の上、施行されます。。サハリン・エナジー社は恒久的OSR設備と機材をそれぞれの生産設備と陸上パイプラインルートの重要な位置に配置します。又、突然の油流出への敏速な対応を確実にするため、OSR資材とチームを空輸するためのヘリコプターによる物資落下地点が海岸とパイプラインルートに沿って確保されます。

現場調査が2004年夏に着手され、2005年中まで継続されます。これらは敏感な地域の特定、地域別対処方針並びにロジスティックの情報の発展が目的です。地上調査は空中からの調査に支援され、入手したデータはサハリンエナジーの地理的情報システムをベースとした敏感性地図とデータベースに加えられます。これらは既にサハリン北東岸のフェーズ1設備に近接した海岸・湖沼地域を網羅しています。

2004年、サハリン・エナジー社は軽質油とサハリンにおける一般的な天候と海の状態を特別に考慮に入れてた装備の再点検をおこないました。さらに、装備がサハリン島内・周辺で起きると思われる第三者の流出事故に対して適切であること確認する予定です。この観点から、第三者的流出事故の際にはサハリン・エナジー社はロシア連邦・州の関係当局を支援し、もし“統合指揮”系統下に登録された場合にはどのような事故にも対処します。

サハリン・エナジー社は、自社体制促進を継続し、又地域のOSR作業研究会とトレーニングコースへ参加し、地域のOSR協力体制を促進します。

クリストフォロ　コロンボ号
9月8日、浚渫船／クリストフォロ・コロンボ号のエンジンが故障し、台風“ソンダ”による大波と強風のためホルムスクに座礁しました。事故当時、同船はサハリン・エナジー社の所有でも無く、直接契約もしていませんでしたが、ホルムスク港数キロの沖合に停泊し、ルンスコエ地域への移動を待っていました。 

サハリン・エナジー社はホルムスクでは生産活動は行ってはいません。サハリン・エナジー社と請負業者はこの港を通常の海運活動のため、他の産業と同じように使用しています。フェリー、漁船、商業船舶などホルムスク付近のどんな船舶でもこのようなひどい天候状況下では同様の運命をたどったでしょう。かかる状況下、サハリン・エナジー社が石油流出対応計画、または、港への装備を持つ必要はありません。

サハリン・エナジー社は、しかしながらすぐに対処し、「統合指揮」下で進行中の反応を処理するよう求められました。サハリン・エナジー社は自社の緊急対応チームを設置し一時間以内に油流出対応の契約会社による指令グループと油流出対応チームが起動できるようにしました。事故現場の清浄作業は本質的には9月12日に終了し、同日プリモルスキー大通りの特定地域の一般開放が為されました。全ての清浄作業は約2週間で終了しました。

廃棄物処理

サハリン・エナジー社は責任ある廃棄物処理計画を開発しました。この計画に重要なのは廃棄物処理への統合されたアプローチで、実行可能な場所での廃棄物の最小化、再利用並びにリサイクル、残余物の安全な処理と廃棄などに重点を置いています。このアプローチは国際的な慣習だけではなく、ロシア連邦法にも完全に準じています。

フェーズ2において発生する最大量の廃棄物は工事段階（2002年－2008年）においてです。サハリン・エナジー社の廃棄物処理の方法は、可能な限り発生場所に近い所での処理というものです。これは、それぞれのプロジェクト設備が完全なる廃棄物管理の義務を負っていることを意味します。
この計画を支援するため、サハリン・エナジー社は廃棄物の発生、分類、運送、保管、処理、そして廃棄を追跡するシステムを開発しました。発生場所にできるだけ近い所での廃棄物管理という公約により、それぞれのプロジェクト施設はプロジェクトの工事、及び操業段階における具体的な廃棄物管理計画を持っています。

2004年、サハリン州当局と署名された協力協定のもと、サハリン・エナジー社はコルサコフ、ノグリキ、スミルニーフの3つの既存の市営廃棄物埋立処理場の改修を行いました。埋立処理場改修プロジェクトは国際的最高慣習に沿った技術的解決策を提供しました。これらの埋立処理場はフェーズ2の工事期間中、地方自治体からの廃棄物と同様にサハリン・エナジー社の安全廃棄物の廃棄にも使用されます。ノグリキ廃棄物埋立処理場改善工事はエクソン・ネフテガス株式会社と共同で行われました。

既存の廃棄物処理施設の改善に加えて、サハリン・エナジー社は油性廃棄物バイオ処理プロジェクト、危険廃棄物のリサイクルと最小化を可能にする包括的な廃棄物最小化計画を推進中です。サハリン・エナジー社はまた、地域的リサイクル工業の発展に就いて、サハリン州当局を支援する予定です。

この様にサハリン・エナジー社は地域社会と環境に大きく役立つ廃棄物処理の改善のための協力的なアプローチを地方当局と追求しています。

2004年における健康・安全・環境・治安（HSES）と社会的活動

2004年は、SEICがサハリンⅡプロジェクトにおけるHSESと地域社会問題に取り組む為の多くの方針、システム、トレーニングを構築した年です。又、その目標の全てではありませんが、多くの目標を達成した年でもあります。
2004年を振り返ると、安全・環境問題の遵守と社会的責任は2005年度における焦点の主要分野だということは明らかです。SEICはスケールの大きくなる主要工事作業に合うようにHSESと社会プログラムを拡大し、そして、きたる年におけるHSESと社会的功績における大きな進展を目指します。
サハリン・エナジー社はそれが健康、安全、環境、治安（HSES）からの挑戦の年であるとの認識の下2004年の計画を行いました。知りました。フェーズ2の大規模工事プロジェクトは作業レベルが最高点に達し、そして、16,000人以上のスタッフと請負業者により作業時間が4,600万時間以上に達する事から、サハリン・エナジー社の活動の性質は年度中著しく変化・拡大しました。
これらの変化に適合するために、年間を通してサハリン・エナジー社の工事・操業活動に関するHSESの観点からの運営計画がまとめられました。HSES計画には、サハリン・エナジー社HSESの枠組みに継続的な改善を提供し、実行状況を検証するために計画された、幅のある目標と道標が含まれています。
具体的目標が、全てではありませんが、達成されていく一方、重要な構造的な発展が達成され、サハリン・エナジー社は2005年中の更なる発展を目指しています。

Health
健康

2004年における健康の基準は労働時間100万時間につき8.5件以下の職務上の病気の発生という目標を達成することでしたが、合計で262件発生し、そのうち74件は欠勤という結果を招きました。これは労働時間100万時間につき5.6件という数字を示します。請負業者から報告される職務上の病気の件数は2004年の間に著しく改善されたとはいえ、報告を受けていくかのプロジェクト地域は査察されました。

スタッフ、契約作業員の健康の基準を改善するため、HSES計画は年間を通しておこなう多くのプログラムを必要とします。この計画に則り、サハリン・エナジー社は：
· 地方と管区の病院の緊急対応能力の改良及び、早期医療退避のために主要建設現場にはヘリポートを建設を開始。

· サハリン州当局と共同で ‘STI/HIV/AIDS、及びその他の社会的疾病に対応する州、ビジネス界、地域社会のリーダー’の高等研究会の設置。この研究会は、後に社会・健康問題に責任を持つ州副知事によって布告された公式決議とにより確認された共同の活動計画をもたらした：

· 陸上プロジェクトの第一健康障害評価プログラムを実行し、それぞれの地域のマネージャーやスタッフを訓練する為、工業衛生学の専門家を招集：

· 作業現場の公衆衛生、水道設備、賄い、医療施設を改善し、政府の衛生審査にて提起された問題の95％を4ヶ月以内で解決：

· 一連の応急手当訓練と健康認識研究会をおこない、サハリン地域HIV/AIDSセンターへ10,000ドルの寄付を実施：

· 全てのサハリン・エナジー社ローカルスタッフにおこなった作業適正テストの遵守を更に改善し、多くの健康関連事故に関する調査（食中毒や偶然でない理由による死亡事故）と一連の契約作業員の健康証明の監査を実施：

· 喫煙、飲酒、ストレスなどのテーマにおける一連の教育プログラムを通して、従業員の間の健康意識促進を継続：
これら率先して行い、サハリン・エナジー社は2005年に健康目標が再び達成されると確信しています。
Safety
安全

その規模、複雑さ、地理的条件のため、現在進行中のフェーズ１工事に比べてフェーズ２工事プロジェクトはより高い安全面のリスクを伴った事から、2004年の計画では安全性が焦点の主な分野とされました。大変遺憾なことに、安全性を強調したにもかかわらず、サハリン・エナジー社と請負業者に関連して交通事故のため4名、作業処理が不完全だった為の転落により１名、作業員宿舎内での争いのため1名、計6名の事故死者が発生しました。

HSES計画の主要な安全問題は、運転距離100万km当り3.2件以下の事故発生率を目標とした交通安全でした。2004年末の時点で、サハリン・エナジー社、または請負業者の車両と関係する交通事故が181件発生し、運転距離100万km当り3.5６件、目標値を11％上回りました。この下方実績は今年初めに確認され、年の後半を通しての交通安全の啓発の重要な努力がおこなわれました。8月には正式に交通安全運営委員会が発足し、包括的な交通安全プログラムの実施と啓発を担いました。

2004年12月、「シンク（考えよ）、ドライブ（運転せよ）、サバイブ（助かれ）」プログラムが17,000人以上を対象に始められ、少なくとも2008年まで社内、地域社会の両方で継続されます。サハリン・エナジー社はまた、世界中での交通安全問題の促進を目的とした世界銀行の率先運動である世界的交通安全パートナーシップとの実務関係を築き、2005年初頭、その援助と共に“サハリン交通安全パートナーシップ”がサハリン島で結成されました。

その他の2004年における安全プログラムの様相は：

· フェーズ2プロジェクトで、シェルグループの専門家による包括的な安全の検証が行われ、その結果として、運搬の安全性と請負業務方法の監査の実施。

· それぞれのプロジェクトの緊急対応計画を集約し、成功裏に2つの大規模な緊急実地訓練の実施。

· 新しい事故報告と調査システムの計画と実施。

SEICは地域社会と従業員の健康のための安全性の非常な重要性を理解しており、本年、社内での安全向上の為の努力は、2005年に於いて、更なる目に見える改善をもたらすと確信しています。

環境

適切なロシア連邦と国際的環境法の必要条件を満たすため、サハリン・エナジー社は環境の保護対策を強化し、、様々な環境規制と活動をおこなって改善を実施しました。サハリン・エナジー社の環境活動の最重要点は：

· 8年目となるニシコククジラの観察調査実施。

· ３ヶ所のピルトンパイプライン選択ルートの包括的な環境分析の実施

· ７年目となるモリクパック生産プラットフォーム周辺での生態学的モニタリングの実施
· 3ヵ年計画の2年目となるオオワシのモニタリング・調査プログラム実施

· 環境許認可から要請に合致している事を評価・確認する為の遵法性モニタリングを含む工業規制活動。

· 操業段階のための、包括的な会社規模の総合的環境分析プロジェクト開発第一段階の完成。

· 固形廃棄物処理計画の完成及び３ヶ所の廃棄物埋立処理場の改善。

· 海上、陸上における動植物生息地の生態学的分析とモニタリング。

· 石油流出防止、準備、対応の計画。

サハリン・エナジー社はその運営をロシア連邦環境規定に遵守して行うよう確約し、さらに、自身の激しい内部基準も設けています。サハリン・エナジー社とその請負業者はその行動が許可・認可された必要条件に合っているものかどうかを確認するため、作業を定期的にモニタリングしています。

2004年、モリクパックプラットフォームにて、２つの環境的道標が達成されました。生産作業は2004年中に2つの監視監査を受け、2003年に取得した環境管理システムのISO14001基準を更新しました。又、プラットフォームは2004年のサハリン・エナジー社フレアー量目標をクリアしました。発生したフレアー量の合計は日産1,270万スタンダード立法フィートで、SEICの内部基準、日産1,300万スタンダード立法フィートを下回りました。
SEICはまた、1,100万バレル以上の石油を生産したにもかかわらず、50リットルと定義されたHSE計画を上回る油流出が無く且つ操業時に於いて実際に記録された油流出も無いという事で、モリクパックからの油流出の目標も達成しました。 

9月、請負業者所有の浚渫船が台風により座礁した時、、SEICの緊急対応チームはホルムスク港近郊の現場ではじめてのディーゼル油と燃料油の混合油清浄作業を行いました。

治安

2004年のHSES計画における治安の優先課題はスタッフとその家族が安全で安定した環境にあることを確実とすること、盗難や破損などからのSEIC資産の保護、全作業における保全体制の見直しと改善、ロシア当局と共同での事故調査を実施することです。

2004年には、銀行団から要望されたロシア極東とサハリンにおける治安の脅威の評価と保全チームによって行われた標準的な保全検証の2つの検証が行われました。これらの検証は、主な陸上・海上設備視察、多数のパイプライン工事現場と関連宿舎を含んでいます。

作業員宿舎での飲酒によるナイフ殺傷事件を除き、これらの検証は大きな治安問題はない事を認めました。この不幸な殺傷事件は徹底的に分析され、いくつかの改善策がなされました。しかしながら、報告された大多数の治安関連事件は、このようなプロジェクトでよくある事かも知れませんが、作業現場や宿舎からの備品の盗難、従業員への悪口や嫌がらせ、その他路上での犯罪などでした。
年間における更なる成功は、サハリン・エナジー社が6月、ロシアが署名国の一国となることで有効となった国際船舶及び港湾安全規約の遵守を達成したことです。

社会

サハリン・エナジー社は、プロジェクトの利益と社会投資の率先を通じ、自社と契約業者の地域社会との作業及び携わり、並びにより広い意味での地域社会への肯定的な影響をもたらす事により、社会活動において優秀であることに務めています。サハリン・エナジー社はその社会マネージメントプロセスが国際慣習に従っていることを確実なものにするよう多大な努力をし、地域のリーダーであろうと務めています。サハリン・エナジー社は工事期間中幅広い公聴会や社会的評価を公約し、この努力を支援するため既に相当の資力を費やしました。
2004年、サハリン・エナジー社はサハリンⅡプロジェクトに直接的・間接的に影響を受けた地域社会での社会的影響のモニタリングと広範囲にわたる公聴会プログラムの実行を継続しました。これらのプログラムのもと、サハリンⅡプロジェクトの最新情報の提供と彼らの意見を得るため、50以上の地域社会を2004年の4月、6月、11月、12月に訪問しました。
この諮問活動のほとんどはサハリン・エナジー社の連絡係員（CLOｓ）によっておこなわれました。彼らの重要な責務は地域の株主や住民と会い、プロジェクト事情に関する情報を伝え、自社の苦情事項手続きに沿って不満地域社会の関心事や不満を扱うことを含んでおり、加えて、CLOｓはサハリンⅡプロジェクトでの雇用機会情報も提供しています。2004年末に時点で1,000人以上の地域在住者がプロジェクト関連の情報を提供され、1,300人以上がプロジェクトでの雇用機会の相談をおこない、再開発にも援助が行われました。

進行中のCLO活動に加えて、サハリン・エナジー社はパートナーシップと資金提供を通してサハリンの人々の援助にも参加しています。2004年には、サハリン・エナジー社は島の環境、経済、社会の発展に寄与する事業を支援するために40万ドルを寄付しました。



最新アップデータ－2005年におけるガス販売





サハリンエナジー社は2005年2月、韓国ガス公社（KOGAS）に対し年間150万トン（年間トン数－mtpa）、さらにオプションとして0.5mtpa、のLNG入札契約という大規模市場の開拓を成し遂げました。KOGASとの主要契約（HoA）は韓国・ロシア間における初の大規模な戦略的エネルギー商取引を意味しています。





加えて、2005年6月の第1週にはサハリンエナジー社は広島ガスと0.21mtpa、東北電力と0.42mtpaのHoA、そして東邦ガスと0.5mtpaのSPAと、3つの、20年以上のLNG長期契約を結びました。





これら2005年度のガス販売はサハリンⅡプロジェクトからの20年以上に亘り年間最大800万トンのLNG生産を約束するものです。
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